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(57)【要約】
【課題】本発明の1つの目的は、従来技術の欠点をもたない、ケラチン繊維の染色、特に
酸化染色のための組成物を得ることである。
【解決手段】本発明は、化粧品上許容される媒体中に、
　(a)少なくとも25重量%の脂肪酸とは異なる1種または複数の脂肪物質;
　(b)少なくとも10モルで80モルより多くない酸化エチレンを含む1種または複数の非イオ
ン性界面活性剤;
　(c)酸化染料および直接染料、またはそれらの混合物から選択される1種もしくは複数の
染料;1種または複数の塩基性化剤;あるいはそれらの混合物;
　(d)少なくとも1種の酸化剤
を含む、ヒトのケラチン繊維を染色または明色化するための組成物に関する。
　本発明はまた、それを使用する、染色または明色化方法に関する。
　本発明の別の主題は、その適用直前に、区画の組成物を一緒に混合後に、本発明による
組成物を得るための2または3区画装置である。
【選択図】なし



(2) JP 2010-143917 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトのケラチン繊維を染色または明色化するための組成物であって、化粧品上許容され
る媒体中に、
　(a)少なくとも25重量%の1種または複数の脂肪物質;
　(b)スメクタイト、バーミキュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群のク
レーから選択される0.1重量％から15重量％の１種または複数のシリケート;
　(c)酸化染料および直接染料、またはそれらの混合物から選択される1種または複数の染
料;1種または複数の塩基性化剤;あるいはそれらの混合物;
　(d)1種または複数の酸化剤
を含むことを特徴とする組成物。
【請求項２】
　脂肪物質が、C6～C16低級アルカン、動物、植物、鉱物または合成起源の非シリコーン
油、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪酸および／または脂肪アルコールのエステル、非シリ
コーンワックスならびにシリコーンから選択されることを特徴とする、請求項1に記載の
組成物。
【請求項３】
　脂肪物質が、室温および大気圧で液体またはペースト状、好ましくは液体である化合物
から選択されることを特徴とする、請求項1または2のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項４】
　脂肪物質が、C6～C16低級アルカン、植物、鉱物または合成起源の非シリコーン油、脂
肪アルコール、脂肪酸、ならびに脂肪酸および/または脂肪アルコールのエステル、ある
いはそれらの混合物から、好ましくはC6～C16低級アルカン、植物、鉱物または合成起源
の非シリコーン油、脂肪アルコール、脂肪酸、ならびに脂肪酸および/または脂肪アルコ
ールのエステル、あるいはそれらの混合物から選択される、請求項1から3のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項５】
　脂肪物質の含量が、組成物の重量に対して25重量%から80重量%、好ましくは25重量%か
ら65重量%、とりわけ30重量%から55重量%の範囲であることを特徴とする、請求項1から4
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　シリケートがモントモリロナイト、ヘクトライト、ベントナイト、ベイデライト、およ
びサポナイトから選択されることを特徴とする、請求項1から5のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項７】
　シリケートが第四級アミン、第三級アミン、酢酸アミン、イミダゾリン、アミン石鹸、
脂肪硫酸塩、アルキルアリールスルホン酸およびアミンオキシド、ならびにこれらの混合
物から選択される化合物で変性されていることを特徴とする、請求項1から6のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項８】
　シリケートがクオタニウム-18ベントナイト、ステアルアルコニウムベントナイト、ク
オタニウム-18／ベンズアルコニウムベントナイトおよびクオタニウム-18ヘクトライトか
ら選択されることを特徴とする、請求項1から7のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　シリケートの含量が組成物の重量に対して0.5重量%から10重量%であることを特徴とす
る、請求項1から8のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　酸化染料として、パラ-フェニレンジアミン、ビス(フェニル)アルキレンジアミン、パ
ラ-アミノフェノール、オルト-アミノフェノールおよび複素環式ベース、ならびにそれら
の付加塩から選択される1種または複数の酸化ベースを含むことを特徴とする、請求項1か
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ら9のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　メタ-フェニレンジアミン、メタ-アミノフェノール、メタ-ジフェノール、ナフタレン
系カップラーおよび複素環式カップラー、ならびにまたそれらの付加塩から選択される1
種または複数のカップラーを含むことを特徴とする、請求項1から10のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１２】
　直接染料として、イオン性または非イオン性アゾ染料;メチン染料;カルボニル染料;ア
ジン染料;ニトロ(ヘテロ)アリール染料;トリ(ヘテロ)アリールメタン染料;ポルフィリン
染料;フタロシアニン染料;および天然直接染料を、単独でまたは混合物として含むことを
特徴とする、請求項1から11のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　アンモニア水、アルカリ金属炭酸塩または重炭酸塩、水酸化ナトリウム、水酸化カリウ
ム、および25℃でのpKbが12未満、好ましくは10未満、さらにより有利には6未満である有
機アミンから選択される1種または複数の塩基性化剤を含むことを特徴とする、請求項1か
ら12のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　塩基性化剤がアルカノールアミン、好ましくはモノエタノールアミンから選択される有
機アミンであることを特徴とする、請求項1から13のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　塩基性化剤が塩基性アミノ酸から選択される有機アミンであることを特徴とする、請求
項13に記載の組成物。
【請求項１６】
　請求項1から15のいずれか一項に記載の組成物が適用されることを特徴とする、ヒトの
ケラチン繊維を染色する方法。
【請求項１７】
　一方の区画に1種または複数の脂肪物質、場合により酸化染料および直接染料またはそ
れらの混合物から選択される1種または複数の染料を含む第1の組成物;他方の区画に1種ま
たは複数の酸化剤を含む第2の組成物を含む2区画装置であって;スメクタイト、バーミキ
ュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群のクレーから選択される１種または
複数のシリケートを含む第1の組成物および／または第2の組成物、好ましくは第1の組成
物が２つの組成物の一つおよび／または他方に、好ましくは第1の組成物中に存在し;任意
選択の塩基性化剤が好ましくは第1の組成物中に存在し;2つの区画の組成物がヒトのケラ
チン繊維への適用直前に一緒に混合され本発明に係る組成物を与えることが意図され、こ
の混合により生じる組成物が請求項1から15のいずれか一項に記載されている、2区画装置
。
【請求項１８】
　1つの区画に1種または複数の脂肪物質を含む第1の組成物、もう1つの区画に酸化染料お
よび直接染料またはそれらの混合物から選択される1種または複数の染料;1種または複数
の塩基性化剤;あるいはそれらの混合物を含む第2の組成物;および最後の区画に1種または
複数の酸化剤を含む第3の組成物を含む3区画装置であって、第1、第2および／または第3
の組成物がスメクタイト、バーミキュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群
のクレーから選択される１種または複数のシリケートを含み;３つの区画の組成物がヒト
のケラチン繊維への適用直前に一緒に混合され本発明に係る組成物を与えることが意図さ
れ、この混合により生じる組成物が請求項1から15のいずれか一項に記載されている、3区
画装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、酸化剤の他に、高含量の脂肪物質および特定のシリケートを含む、ヒトのケ
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ラチン繊維を染色または明色化するための組成物に関する。本発明はまた、それを使用す
る染色または明色化方法および多区画装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　髪などのヒトのケラチン繊維を染色する方法の中で、酸化染色または永続的染色を挙げ
ることができる。特に、この染色方法では、1種または複数の酸化染料、通常、1種または
複数のカップラーと場合によって組み合わせた1種または複数の酸化ベースが使用される
。
【０００３】
　一般に、酸化ベースは、オルト-またはパラ-フェニレンジアミン、オルト-またはパラ-
アミノフェノールおよびヘテロ環式化合物から選択される。これらの酸化ベースは、無色
または薄く着色した化合物であり、酸化性製品と組み合わせる場合、着色化学種に近づけ
ることができる。
【０００４】
　これらの酸化ベースで得られる色合いは、それらを1種または複数のカップラーと組み
合わせることによってしばしば変えられ、これらのカップラーは、特に、芳香族メタ-ジ
アミン、メタ-アミノフェノール、メタ-ジフェニルおよびある種のヘテロ環式化合物、例
えば、インドール化合物などから選択される。
【０００５】
　酸化ベースおよびカップラーとして使用される様々な分子により、広範な色を得ること
が可能になる。
【０００６】
　これらの組成物に直接染料を添加することも可能であり、これらは繊維に親和性を有す
る着色および着色性分子である。一般に使用される直接染料は、ニトロベンゼン、アント
ラキノン、ニトロピリジン、アゾ、メチン、アゾメチン、キサンテン、アクリジン、アジ
ンおよびトリアリールメタンの直接染料から選択される。このような化合物の存在により
、得られる着色を色合いでさらに豊かにさせることができ、または得られる着色の色度を
増強させることができる。
【０００７】
　したがって、酸化染色法は、これらの染料組成物とともに、非常に多くの場合にアルカ
リpH条件下で、少なくとも1種の酸化剤、一般には過酸化水素を含む組成物を使用するこ
とにある。この酸化剤の役割は、酸化染料間の酸化縮合反応によって、着色を発現させる
ことである。
【０００８】
　さらに、酸化染料は、いくつかの数の要求を満たす必要がある。したがって、これは毒
物学的欠点を有してはならず、色合いが所望の強度で得られるようにさせなければならず
、ならびに、光、悪天候、洗うこと、パーマネントウェービング、または吸引および摩擦
などの外的攻撃要因に耐性を示さなければならない。
【０００９】
　それらの染料は、白髪を保護することもできなければならず、結局、それらは可能な限
り非選択的でなければならず、すなわち、その先端部からその根元で異なって感光されて
いる(すなわち、損傷している)領域を一般には含む同一のケラチン繊維に沿って、起こり
得る色差が最小になるようにしなければならない。
【００１０】
　染色特性を改良するために髪染色の分野で、多くの試み、例えば、アジュバントを使用
することが行われてきた。しかし、これらの組成物の他の特性を損なうことなく染料組成
物の染色特性を改良しなければならない限り、これらのアジュバントの選択は困難である
。特に、これらのアジュバントは、ケラチン繊維-明色化特性および染料適用特性を損な
ってはならない。
【００１１】
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　ケラチン繊維を明色化する方法に関して、非常に多くの場合にアルカリpH条件下で、少
なくとも1種の酸化剤を含む水性組成物が使用されている。この酸化剤の役割は、髪のメ
ラニンを劣化させることであり、これは、存在する酸化剤の性質に依存して、繊維の多か
れ少なかれ顕著な明色化をもたらす。
【００１２】
　明色化法がアルカリ条件下で行われることおよびその最も一般的に使用されるアルカリ
剤がアンモニアであることから1つの困難性が生じる。それがpHを調整して酸化剤の活性
化を可能にさせるだけでなく、繊維の膨潤も引き起こし、スケール(scale)を開くととも
に、これは酸化剤の浸透を促進し、その反応の効果を増加させるので、この化合物の使用
は特に有利である。しかし、この塩基性化剤は非常に揮発性であり、これによりその損失
を補うために比較的多量にそれを使用することが必要となり、その結果、この化合物の特
徴的な臭気によって不都合が生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】欧州特許第80976号
【特許文献２】仏国特許第2077143号
【特許文献３】仏国特許第2393573号
【特許文献４】仏国特許第1492597号
【特許文献５】米国特許第4131576号
【特許文献６】米国特許第3589578号
【特許文献７】米国特許第4031307号
【特許文献８】仏国特許第2162025号
【特許文献９】仏国特許第2280361号
【特許文献１０】仏国特許第2252840号
【特許文献１１】仏国特許第2368508号
【特許文献１２】仏国特許第1583363号
【特許文献１３】米国特許第3227615号
【特許文献１４】米国特許第2961347号
【特許文献１５】仏国特許第2080759号
【特許文献１６】仏国特許第2190406号
【特許文献１７】仏国特許第2320330号
【特許文献１８】仏国特許第2270846号
【特許文献１９】仏国特許第2316271号
【特許文献２０】仏国特許第2336434号
【特許文献２１】仏国特許第2413907号
【特許文献２２】米国特許第2273780号
【特許文献２３】米国特許第2375853号
【特許文献２４】米国特許第2388614号
【特許文献２５】米国特許第2454547号
【特許文献２６】米国特許第3206462号
【特許文献２７】米国特許第2261002号
【特許文献２８】米国特許第2271378号
【特許文献２９】米国特許第3874870号
【特許文献３０】米国特許第4001432号
【特許文献３１】米国特許第3929990号
【特許文献３２】米国特許第3966904号
【特許文献３３】米国特許第4005193号
【特許文献３４】米国特許第4025617号
【特許文献３５】米国特許第4025627号
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【特許文献３６】米国特許第4025653号
【特許文献３７】米国特許第4026945号
【特許文献３８】米国特許第4027020号
【特許文献３９】米国特許第4157388号
【特許文献４０】米国特許第4702906号
【特許文献４１】米国特許第4719282号
【特許文献４２】特許出願EP122324
【特許文献４３】特許GB1026978
【特許文献４４】特許GB1153196
【特許文献４５】特許出願FR2801308
【特許文献４６】特許DE2359399
【特許文献４７】特願昭63-169571号
【特許文献４８】特開平05-163124号
【特許文献４９】欧州特許第0770375号
【特許文献５０】特許出願WO96/15765
【特許文献５１】特許DE3843892
【特許文献５２】特許DE4133957
【特許文献５３】特許出願WO94/08969
【特許文献５４】特許出願WO94/08970
【特許文献５５】特許出願FR-A-2733749
【特許文献５６】特許DE19543988
【特許文献５７】特許出願FR-A-2886136
【非特許文献】
【００１４】
【非特許文献１】Walter Noll's「Chemistry and Technology of Silicones」(1968年) A
cademic Press
【非特許文献２】Cosmetics and Toiletries, 第91巻、1976年1月、27～32頁、Todd & By
ers「Volatile Silicone Fluids for Cosmetics」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の1つの目的は、従来技術の欠点をもたない、ケラチン繊維の染色、特に酸化染
色のための組成物を得ることである。
【００１６】
　より特に、本発明の1つの目的は、所望の明色化を達成することができ、混合および適
用することが容易であり、特に、流れずに、しかし適用点で局在したままである、ケラチ
ン繊維の染色、特に酸化染色のための組成物を得ることである。用語「改良された染色特
性」は特に、染色結果の能力/強度および/または均一性の改良を意味する。
【００１７】
　本発明の別の目的は、既存の組成物とともに使用されるものの欠点(これらの欠点は、
多量のアンモニアの存在によって生じる)をもたず、明色化およびこの明色化の均一性に
関しては少なくとも有効なままである、ケラチン繊維-明色化組成物を提案することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　これらの目的およびその他のものは、本発明によって達成され、したがって、この1つ
の主題は、化粧品上許容される媒体中に、
　(a)少なくとも25重量%の1種または複数の脂肪物質;
　(b)スメクタイト、バーミキュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群のク
レーから選択される0.1重量％から15重量％の１種または複数のシリケート;
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　(c)酸化染料および直接染料、またはそれらの混合物から選択される1種または複数の染
料;1種または複数の塩基性化剤;あるいはそれらの混合物;
　(d)１種または複数の酸化剤
を含むことを特徴とする、ヒトのケラチン繊維を染色または明色化するための組成物であ
る。
【００１９】
　本発明の1つの主題はまた、化粧品上許容される媒体中に、
　(a)少なくとも25重量%の脂肪酸とは異なる1種または複数の脂肪物質;
　(b)スメクタイト、バーミキュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群のク
レーから選択される0.1重量％から15重量％の１種または複数のシリケート;
　(c)1種または複数の酸化染料;
　(d) 1種または複数の酸化剤
を含むことを特徴とする、ヒトのケラチン繊維を染色するための組成物である。
【００２０】
　本発明はまた、上述の組成物を使用することにある、ヒトのケラチン繊維を染色する方
法に関する。
【００２１】
　本発明はさらに、上述の組成物を使用することにある、ヒトのケラチン繊維を明色化す
る方法に関する。
【００２２】
　本発明の主題は、
　*一方の区画に、1種または複数の脂肪物質;場合によって、酸化染料および直接染料、
またはそれらの混合物から選択される1種または複数の染料を含む第1の組成物が存在し;
　*他方の区画に、1種または複数の酸化剤を含む第2の組成物が存在し;
　*２つの組成物の一つおよび／または他方に、好ましくは第一の組成物にスメクタイト
、バーミキュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群のクレーから選択される
１種または複数のシリケートが存在し;
　*該任意選択の塩基性化剤は好ましくは第1の組成物中に存在し;
　*該2つの区画の組成物は、ヒトのケラチン繊維への適用直前に、一緒に混合されて本発
明による組成物を与えることが意図されている
2区画装置である。
【００２３】
　本発明の主題は、同様に、一方の区画に、1種または複数の脂肪物質および1種または複
数の酸化染料および1種または複数のシリケートを含む第1の組成物、他方の区画に、1種
または複数の酸化剤を含む第2の組成物を含み;2つの区画の組成物は、ヒトのケラチン繊
維への適用直前に、一緒に混合されて本発明による組成物を与えることが意図されている
2区画装置である。
【００２４】
　本発明はまた、
　*1つの区画に、1種または複数の脂肪物質を含む第1の組成物;
　*もう1つの区画に、酸化染料および直接染料、またはこれらの混合物から選択される1
種または複数の染料;1種または複数の塩基性化剤;あるいはこれらの混合物を含む第2の組
成物;
　*および最後の区画に、1種または複数の酸化剤を含む第3の組成物を含み;
　*第1、第2および/または第3の組成物、好ましくは第１の組成物はスメクタイト、バー
ミキュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群のクレーから選択される１種ま
たは複数のシリケートを含み;
　*3つの区画の組成物は、ヒトのケラチン繊維への適用直前に、一緒に混合されて本発明
による組成物を与えることが意図されている
3区画装置に関する。
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【００２５】
　最後に、本発明は、3区画装置であって、1つの区画に、1種または複数の脂肪物質、お
よびスメクタイト、バーミキュライト、ステイブンサイト、ならびにクロライトの群のク
レーから選択される１種または複数のシリケートを含む第1の組成物;もう1つの区画に、1
種または複数の酸化染料を含む第2の組成物;および最後の区画に、1種または複数の酸化
剤を含む第3の組成物を含み;3つの区画の組成物は、ヒトのケラチン繊維への適用直前に
、一緒に混合されて本発明による組成物を与えることが意図されている3区画装置に関す
る。
【００２６】
　本発明の他の特性および利点は、以下に続く本説明および実施例を読むとより明らかに
なる。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　特に断らない限り、以下の本文において、値の範囲の限界はその範囲内に含まれる。
【００２８】
　本発明による方法によって処理されるヒトのケラチン繊維は、好ましくは髪である。
【００２９】
　本発明による組成物が明色化のために使用される場合、それはヒトのケラチン繊維の染
色に通常使用されるいずれの直接染料もしくは酸化染料前駆体(ベースおよびカップラー)
も含まないか、または、いずれかを含む場合、それらの合計量は本組成物の重量に対して
0.005重量%を超えない。特に、このような含量で、組成物のみが場合によって染色され、
すなわち、着色効果はケラチン繊維上でみられない。
【００３０】
　好ましくは、明色化方法は、酸化ベースまたはカップラーまたは直接染料なしで行われ
る。
【００３１】
　前に示されたように、本発明による染料組成物は、少なくとも25重量%の1種または複数
の脂肪物質を含む。
【００３２】
　用語「脂肪物質」は、常温(25℃)および大気圧(760mmHg)で、水に不溶性(5%未満、好ま
しく1%未満、さらにより好ましくは0.1%未満の溶解度)である有機化合物を意味する。そ
れらは、それらの構造中に、少なくとも6個の炭素原子を含む少なくとも1種の炭化水素系
鎖または少なくとも2個のシロキサン基の配列を有する。さらに、脂肪物質は一般に、同
じ温度および圧力下で有機溶媒、例えば、クロロホルム、エタノール、ベンゼン、液体ワ
セリンまたはデカメチルシクロペンタシロキサンに可溶性である。
【００３３】
　本発明によれば、脂肪物質は、室温および大気圧で液体または糊状である化合物から選
択される。
【００３４】
　より特に、脂肪物質は、C6～C16低級アルカン、動物、植物または合成起源の非シリコ
ーン油、脂肪アルコール、脂肪酸、脂肪酸および／または脂肪アルコールのエステル、非
シリコーンワックスおよびシリコーンから選択される。
【００３５】
　本発明の目的のために、脂肪アルコール、脂肪エステルおよび脂肪酸は、特に1個また
は複数のヒドロキシル基(特に、1から4個)で、場合によって置換されている、6～30個の
炭素原子を含む少なくとも1種の直鎖または分枝の飽和または不飽和の炭化水素系基を特
に含むことが想起される。それらが不飽和である場合、これらの化合物は、1から3個の共
役または非共役の炭素-炭素二重結合を含んでもよい。
【００３６】
　C6～C16低級アルカンに関しては、それらは、直鎖もしくは分枝、または恐らくは環状
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である。挙げることができる例には、ヘキサン、ウンデカン、ドデカン、トリデカンおよ
びイソパラフィン(イソヘキサデカンおよびイソデカンなど)が含まれる。
【００３７】
　本発明の組成物において使用され得る動物、植物、鉱物または合成起源の油として、挙
げることができる例には、
　-動物起源の炭化水素系油、例えば、ペルヒドロスクアレンなど;
　-植物または合成起源のトリグリセリド油、例えば、6から30個の炭素原子を含む液体脂
肪酸トリグリセリド(例えば、ヘプタン酸もしくはオクタン酸のトリグリセリド)、または
代わりに、例えば、ひまわり油、トウモロコシ油、大豆油、マロー油、グレープシード油
、ゴマ油、ヘーゼルナッツ油、アンズ油、マカダミア油、アララ油、ヒマシ油、アボカド
油、カプリル酸/カプリン酸トリグリセリド(例えば、Stearineries Dubois社によって販
売されているものまたはDynamit Nobel社によるMiglyol(登録商標)810、812および818の
名称の下で販売されているもの)、ホホバ油およびシアバター油、
　-16個を超える炭素原子を含む、鉱物または合成起源の直鎖または分枝の炭化水素、例
えば、揮発性または不揮発性液体パラフィン、およびそれらの誘導体、ワセリン、液体ワ
セリン、ポリデセン、水添ポリイソブテン(Parleam(登録商標)など);ならびに好ましくは
、液体パラフィン、ワセリン、液体ワセリン、ポリデセン、水添ポリイソブテン(Parleam
(登録商標)など);
　-フルオロ油、例えば、ペルフルオロメチルシクロペンタンおよびペルフルオロ-1,3-ジ
メチルシクロヘキサン(BNFL Fluorochemicals社よりFlutec(登録商標)PC1およびFlutec(
登録商標)PC3の名称の下で販売されている);ペルフルオロ-1,2-ジメチルシクロブタン;ペ
ルフルオロアルカン(3M社よりPF5050(登録商標)およびPF5060(登録商標)の名称の下で販
売されているドデカフルオロペンタンおよびテトラデカフルオロヘキサン、またはAtoche
m社よりForalkyl(登録商標)の名称の下で販売されているブロモペルフルオロオクチルな
ど);ノナフルオロメトキシブタンおよびノナフルオロエトキシイソブタン;ペルフルオロ
モルホリン誘導体(3M社よりPF5052(登録商標)の名称の下で販売されている4-トリフルオ
ロメチルペルフルオロモルホリンなど)
が含まれる。
【００３８】
　本発明における使用に好適な脂肪アルコールは、8から30個の炭素原子を含む直鎖また
は分枝の飽和または不飽和アルコールから特に選択される。挙げることができる例には、
セチルアルコール、ステアリルアルコールおよびそれらの混合物(セチルステアリルアル
コール)、オクチルドデカノール、2-ブチルオクタノール、2-ヘキシルデカノール、2-ウ
ンデシルペンタデカノール、オレイルアルコールおよびリノレイルアルコールが含まれる
。
【００３９】
　本発明の文脈で使用され得る脂肪酸は、6から30個の炭素原子および特に9から30個の炭
素原子を含む飽和または不飽和カルボン酸から特に選択される。それらは、ミリスチン酸
、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレイン酸およ
びイソステアリン酸から有利に選択される。
【００４０】
　有利には上述のトリグリセリドと異なっている、脂肪酸および/または脂肪アルコール
のエステルに関しては、特に、飽和または不飽和の、直鎖または分岐のC1～C26脂肪族モ
ノ酸またはポリ酸、および飽和または不飽和の、直鎖または分岐のC1～C26脂肪族モノア
ルコールまたはポリアルコールのエステル(これらのエステルの総炭素数は10を超えるか
またはそれに等しい)を特に挙げることができる。
【００４１】
　モノエステルの中で、ベヘン酸ジヒドロアビエチル、ベヘン酸オクチルドデシル;ベヘ
ン酸イソセチル;乳酸セチル;乳酸C12～C15アルキル;乳酸イソステアリル;乳酸ラウリル;
乳酸リノレイル;乳酸オレイル;オクタン酸(イソ)ステアリル;オクタン酸イソセチル;オク
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タン酸オクチル;オクタン酸セチル;オレイン酸デシル;イソステアリン酸イソセチル;ラウ
リン酸イソセチル;ステアリン酸イソセチル;オクタン酸イソデシル;オレイン酸イソデシ
ル;イソノナン酸イソノニル;パルミチン酸イソステアリル;リシノール酸メチルアセチル;
ステアリン酸ミリスチル;イソノナン酸オクチル;イソノナン酸2-エチルヘキシル;パルミ
チン酸オクチル;ペラルゴン酸オクチル;ステアリン酸オクチル;エルカ酸オクチルデシル;
エルカ酸オレイル;パルミチン酸エチルおよびイソプロピル、パルミチン酸2-エチルヘキ
シル;パルミチン酸2-オクチルデシル、ミリスチン酸アルキル(ミリスチン酸イソプロピル
、ミリスチン酸ブチル、ミリスチン酸セチル、ミリスチン酸2-オクチルデシル、ミリスチ
ン酸ミリスチルまたはミリスチン酸ステアリルなど)、ステアリン酸ヘキシル、ステアリ
ン酸ブチル、ステアリン酸イソブチル;リンゴ酸ジオクチル、ラウリン酸ヘキシル、ラウ
リン酸2-ヘキシルデシルを挙げることができる。
【００４２】
　さらにこの可変要素の文脈の範囲内で、C4～C22ジカルボン酸またはトリカルボン酸とC

1～C22アルコールとのエステル、およびモノ-、ジ-またはトリカルボン酸とC2～C26ジ-、
トリ-、テトラ-またはペンタヒドロキシアルコールとのエステルもまた使用され得る。
【００４３】
　以下を特に挙げることができる:セバシン酸ジエチル;セバシン酸ジイソプロピル;アジ
ピン酸ジイソプロピル;アジピン酸ジ-n-プロピル;アジピン酸ジオクチル;アジピン酸ジイ
ソステアリル;マレイン酸ジオクチル;ウンデシル酸グリセリル;ステアリン酸オクチルド
デシルステアロイル;モノリシノール酸ペンタエリトリチル;テトライソノナン酸ペンタエ
リトリチル;テトラペルラゴン酸ペンタエリトリチル;テトライソステアリン酸ペンタエリ
トリチル;テトラオクタン酸ペンタエリトリチル;ジカプリル酸プロピレングリコール;ジ
カプリン酸プロピレングリコール;エルカ酸トリデシル;クエン酸トリイソプロピル;クエ
ン酸トリイソステアリル;トリ乳酸グリセリル;トリオクタン酸グリセリル;クエン酸トリ
オクチルドデシル;クエン酸トリオレイル;ジオクタン酸プロピレングリコール;ジヘプタ
ン酸ネオペンチルグリコール;ジイソノナン酸ジエチレングリコール;およびジステアリン
酸ポリエチレングリコール。
【００４４】
　上述のエステルの中で、パルミチン酸エチル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン
酸ミリスチル、パルミチン酸セチルまたはパルミチン酸ステアリル、パルミチン酸2-エチ
ルヘキシル、パルミチン酸2-オクチルデシル、ミリスチン酸アルキル(ミリスチン酸イソ
プロピル、ミリスチン酸ブチル、ミリスチン酸セチルまたはミリスチン酸2-オクチルドデ
シルなど)、ステアリン酸ヘキシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸イソブチル;リン
ゴ酸ジオクチル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸2-ヘキシルデシル、イソノナン酸イソ
ノニルまたはオクタン酸セチルを使用することが好ましい。
【００４５】
　本組成物はまた、脂肪エステルとして、C6～C30、好ましくはC12～C22脂肪酸の糖エス
テルおよびジエステルを含み得る。用語「糖」は、アルデヒドまたはケトン官能基ととも
にまたはそれらなしに、いくつかのアルコール官能基を含み、かつ少なくとも4個の炭素
原子を含む酸素含有炭化水素系化合物を意味することが想起される。これらの糖は、単糖
、オリゴ糖または多糖であってもよい。
【００４６】
　挙げることができる好適な糖の例には、ショ糖[sucrose(or saccharose)]、グルコース
、ガラクトース、リボース、フルクトース、マルトース、マンノース、アラビノース、キ
シロースおよびラクトース、ならびにそれらの誘導体、特に、アルキル誘導体(メチル誘
導体、例えば、メチルグルコースなど)が含まれる。
【００４７】
　脂肪酸の糖エステルは、前述の糖と、直鎖または分枝の、飽和または不飽和C6～C30、
好ましくはC12～C22脂肪酸とのエステルまたはエステルの混合物を含む群から特に選択さ
れ得る。それらが不飽和である場合、これらの化合物は1から3個の共役または非共役の炭
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素-炭素二重結合を含んでもよい。
【００４８】
　この可変要素によるエステルは、モノ-、ジ-、トリ-、テトラエステルおよびポリエス
テル、ならびにそれらの混合物からも選択され得る。
【００４９】
　これらのエステルは、例えば、オレエート、ラウレート、パルミテート、ミリステート
、ベヘネート、ココエート、ステアレート、リノレエート、リノレネート、カプレートお
よびアラキドネート、またはそれらの混合物(特に、オレオ-パルミテート、オレオ-ステ
アレートおよびパルミトステアレートの混合エステル)から選択され得る。
【００５０】
　モノエステルおよびジエステル、特にスクロース、グルコースまたはメチルグルコース
、モノ-またはジオレエート、ステアレート、ベヘネート、オレオパルミテート、リノレ
エート、リノレネートおよびオレオステアレートを使用することが特に好ましい。
【００５１】
　挙げることができる例は、Amerchol社によりGlucate(登録商標)DOの名称の下で販売さ
れている製品、メチルグルコースジオレエートである。
【００５２】
　また挙げることができる糖と脂肪酸とのエステルまたはエステルの混合物の例には、
　-Crodesta社よりF160、F140、F110、F90、F70およびSL40の名称の下で販売されている
製品(それぞれ、73%のモノエステルと27%のジエステルおよびトリエステル、61%のモノエ
ステルと39%のジエステル、トリエステル、およびテトラエステル、52%のモノエステルと
48%のジエステル、トリエステル、およびテトラエステル、45%のモノエステルと55%のジ
エステル、トリエステル、およびテトラエステル、39%のモノエステルと61%のジエステル
、トリエステル、およびtetraエステルから形成されるスクロースパルミトステアレート
、ならびにスクロースモノラウレート)。
　-例えば、B370と参照されており、20%のモノエステルおよび80%のジ-トリエステル-ポ
リエステルから形成されるスクロースベヘネートに相当するRyoto Sugar Estersの名称の
下で販売されている製品;
　-Tegosoft(登録商標)PSEの名称の下でGoldschmidt社から販売されているスクロースモ
ノ-ジパルミト-ステアレート
が含まれる。
【００５３】
　非シリコーンワックスは、カルナウバワックス、カンデリラワックス、エスパルトグラ
スワックス、パラフィンワックス、オゾケライト、植物性ワックス(オリーブワックス、
コメワックスなど)、硬化ジョジョバワックスまたは花の純ワックス(Bertin社(仏)により
販売されているクロフサスグリのエセンシャルワックスなど)、動物ワックス(例えば、蜜
蝋、または変性蜜蝋(セラベリナ))から特に選択され;本発明によって使用され得る他のワ
ックスまたはワックス原料は、特に海洋ワックス(参照番号M82の下でSophim社により販売
されている製品など)、およびポリエチレンのワックスすなわち一般にポリオレフィンの
ワックスである。
【００５４】
　本発明の化粧組成物に使用され得るシリコーンは、揮発性または不揮発性の環状、直鎖
または分枝のシリコーンであり、これらは非変性であるかまたは有機基で変性されており
、25℃で5×10-6から2.5m2/s、好ましくは1×10-5から1m2/sの粘度を有する。
【００５５】
　本発明によって使用され得るシリコーンは、オイル、ワックス、樹脂またはゴムの形態
であってもよい。
【００５６】
　好ましくは、シリコーンは、ポリジアルキルシロキサン、特にポリジメチルシロキサン
(PDMS)、ならびに、ポリ(オキシアルキレン)基、アミノ基、およびアルコキシ基から選択
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される少なくとも1種の官能基を含む有機変性ポリシロキサンから選択される。
【００５７】
　オルガノポリシロキサンは、より詳細には、Walter Noll's「Chemistry and Technolog
y of Silicones」(1968年) Academic Pressに定義されている。それらは揮発性または不
揮発性であることができる。
【００５８】
　それらが揮発性である場合、シリコーンは、60℃から260℃の沸点を有するもの、特に
は、以下から選択される:
　(i)3から7個、好ましくは4から5個のケイ素原子を含む環状ポリジアルキルシロキサン
。これらは、例えば、特に、Union CarbideよりVolatile Silicone(登録商標)7207または
RhodiaよりSilbione(登録商標)70045 V2の名称の下で販売されているオクタメチルシクロ
テトラシロキサン、またはUnion CarbideよりVolatile Silicone(登録商標)7158またはRh
odiaよりSilbione(登録商標)70045 V5の名称の下で販売されているデカメチルシクロペン
タシロキサン、ならびにそれらの混合物である。
【００５９】
　式:
【００６０】
【化１】

【００６１】
のジメチルシロキサン/メチルアルキルシロキサン型のシクロコポリマー、例えば、Union
 Carbide社により販売されている揮発性シリコーン(登録商標)FZ3109などについても言及
され得る。
【００６２】
　有機ケイ素化合物を有する環状ポリジアルキルシロキサンの混合物、例えば、オクタメ
チルシクロテトラシロキサンおよびテトラトリメチルシリルペンタエリトリトール(50/50
)の混合物、ならびにオクタメチルシクロテトラシロキサンおよびオキシ-1,1'-ビス(2,2,
2',2',3,3'-ヘキサトリメチルシリルオキシ)ネオペンタンの混合物もまた挙げることがで
きる;
【００６３】
　(ii)2から9個のケイ素原子を含み、かつ25℃で5×10-6m2/s未満またはそれに等しい粘
度を有する直鎖揮発性ポリジアルキルシロキサン。一例は、特に、Toray silicone社より
SH200の名称の下で販売されているデカメチルテトラシロキサンである。この分類に属し
ているシリコーンはまた、Cosmetics and Toiletries, 第91巻、1976年1月、27～32頁、T
odd & Byers「Volatile Silicone Fluids for Cosmetics」において公表された論文にも
記載されている。
【００６４】
　不揮発性ポリジアルキルシロキサン、ポリジアルキルシロキサンガムおよび樹脂、上記
有機官能基で変性されたポリオルガノシロキサン、ならびにそれらの混合物は好ましく使
用される。
【００６５】
　これらのシリコーンは、ポリジアルキルシロキサン類から特に選択され、これらの中で
、トリメチルシリル末端基を含むポリジメチルシロキサンを主に挙げることができる。シ
リコーンの粘度は、例えば、ASTM規格445付録Cによって25℃で測定される。
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【００６６】
　これらのポリジアルキルシロキサンの中で、非限定的な仕方で、以下の商業的製品を挙
げることができる:
　-Rhodiaにより販売されている47および70047シリーズのSilbione(登録商標)オイル、ま
たはMirasil(登録商標)オイル、例えば、オイル70047 V 500000;
　-Rhodia社より販売されているMirasil(登録商標)シリーズのオイル;
　-Dow Corning社製200シリーズのオイル、例えば、粘度60000mm2/sを有するDC200など;
　-General Electric製Viscasil(登録商標)オイルおよびGeneral Electric製SFシリーズ(
SF 96、SF 18)のある種のオイル。
【００６７】
　Dimethiconol(CTFA)の名称の下で知られている、ジメチルシラノール末端基を含むポリ
ジメチルシロキサン、例えば、Rhodia社製48シリーズのオイルなども挙げることができる
。
【００６８】
　ポリジアルキルシロキサンのこの分類において、ポリ(C1～C20)ジアルキルシロキサン
である、Goldschmidt社よりAbil Wax(登録商標)9800および9801の名称の下で販売されて
いる製品も挙げることができる。
【００６９】
　本発明によって使用され得るシリコーンゴムは、特に、ポリジアルキルシロキサン、好
ましくは、溶媒中で単独でまたは混合物として使用される、高い数平均分子量200000から
1000000を有するポリジメチルシロキサンである。この溶媒は、揮発性シリコーン、ポリ
ジメチルシロキサン(PDMS)オイル、ポリフェニルメチルシロキサン(PPMS)オイル、イソパ
ラフィン、ポリイソブチレン、塩化メチレン、ペンタン、ドデカンおよびトリデカン、ま
たはそれらの混合物から選択され得る。
【００７０】
　本発明によって特に使用され得る製品は、例えば、以下の混合物である:
　・鎖末端でヒドロシル化されたポリジメチルシロキサン(すなわちジメチコノール(CTFA
))と、環状ポリジメチルシロキサン(シクロメチコーン(CTFA)としても知られている)とか
ら形成される混合物、例えば、Dow Corning社により販売されている製品Q2 1401など;
　・ポリジメチルシロキサンと環状シリコーンとから形成される混合物、例えば、Genera
l Electric社製製品SF 1214 Silicone Fluidなど;この製品は、デカメチルシクロペンタ
シロキサンに相当するオイルSF 1202 Silicone Fluid中に溶解させた、数平均分子量5000
00を有する、ジメチコーンに相当するSF 30ゴムである。
　・異なる粘度を有する2種類のPDMS、特に、PDMSゴムとPDMSオイルとの混合物、例えば
、General Electric社製の製品SF 1236。製品SF 1236は、粘度20m2/sを有する上に定義さ
れたSE 30ゴムと、粘度5×10-6m2/sを有するSF 96オイルとの混合物である。この製品は
好ましくは、15%のSE 30ゴムおよび85%のSF 96オイルを含む。
【００７１】
　本発明によって使用され得る有機ポリシロキサン樹脂は、以下の単位:
　R2SiO2/2、R3SiO1/2、RSiO3/2およびSiO4/2
(式中、Rは1から16個の炭素原子を含むアルキルを表す)を含む架橋シロキサンである。こ
れらの製品の中で、特に好ましいものは、RがC1～C4低級アルキル基、特にメチルを示す
ものである。
【００７２】
　これらの樹脂の中で、Dow Corning 593の名称の下で販売されている製品またはGeneral
 Electric社によりSilicone Fluid ss 4230およびss 4267の名称の下で販売されている製
品(これらは、ジメチル/トリメチルシロキサン構造のシリコーンである)を挙げることが
できる。
【００７３】
　Shin-Etsu社よりX-22-4914、X21-5034およびX21-5037の名称の下で特に販売されている
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トリメチルシロキシシリケート型樹脂も挙げることができる。
【００７４】
　本発明によって使用され得る有機変性シリコーンは、上に定義されたとおりのシリコー
ンであり、それらの構造中に炭化水素系基を介して結合している1種または複数の有機官
能基を含む。
【００７５】
　上に記載されたシリコーンの他に、有機変性シリコーンは、前述の有機官能基で官能基
化された、ポリジアリールシロキサン、特にポリジフェニルシロキサン、およびポリアル
キルアリールシロキサンであり得る。
【００７６】
　ポリアルキルアリールシロキサンは、25℃で1×10-5から5×10-2m2/sの粘度を有する、
直鎖および/または分枝のポリジメチル/メチルフェニルシロキサンならびにポリジメチル
/ジフェニルシロキサンから特に選択される。
【００７７】
　これらのポリアルキルアリールシロキサンの中で、挙げることができる例には、以下の
名称の下で販売されている製品が含まれる:
　・Rhodia製70641シリーズのSilbione(登録商標);
　・Rhodia製Rhodorsil(登録商標)70633および763シリーズのオイル;
　・Dow Corning製オイルDow Corning 556 Cosmetic Grade Fluid;
　・Bayer製PKシリーズのシリコーン、例えば、製品PK20;
　・Bayer製PNおよびPHシリーズのシリコーン、例えば、製品PN1000およびPH1000;
　・General Electric製SFシリーズのある種のオイル、例えば、SF 1023、SF 1154、SF 1
25およびSF 1265。
【００７８】
　有機変性シリコーンの中で、
　-C6～C24アルキル基を場合によって含むポリエチレンオキシ基および/またはポリプロ
ピレンオキシ基(Dow Corning社よりDC 1248、またはUnion Carbide社よりオイルSilwet(
登録商標)L 722、L 7500、L 77およびL 711の名称の下で販売されているジメチコーンポ
リオールとして知られている製品など)、ならびにDow Corning社よりQ2 5200の名称の下
で販売されている(C12)アルキルメチコーンコポリオール;
　-置換または非置換アミン基(Genesee社よりGP 4 Silicone FluidおよびGP 7100の名称
の下で販売されている製品、またはDow Corning社よりQ2 8220およびDow Corning 929も
しくは939の名称の下で販売されている製品など)。置換アミン基は、特に、C1～C4アミノ
アルキル基である;
　-アルコキシル化基(SWS Siliconesにより名称Silicone Copolymer F-755、およびGolds
chmidt社よりAbil Wax(登録商標)2428、2434および2440の名称の下で販売されている製品
など)。
【００７９】
　好ましくは、脂肪物質は、任意のC2～C3オキシアルキレン単位または任意のグリセロー
ル化単位を含まない。
【００８０】
　より詳細には、脂肪物質は、室温および大気圧で液体またはペースト状である化合物か
ら選択される。
【００８１】
　好ましくは、脂肪物質は、25℃の温度および大気圧で液体である化合物である。
【００８２】
　より特に、脂肪物質は脂肪酸と異なる。
【００８３】
　脂肪物質は、好ましくは、C6～C16低級アルカン、植物、鉱物または合成起源の非シリ
コーン油、脂肪アルコール、脂肪酸および／または脂肪アルコールのエステル、およびシ
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リコーン、あるいはそれらの混合物、および好ましくはC6～C16低級アルカン、植物、鉱
物または合成起源の非シリコーン油、脂肪アルコール、脂肪酸および／または脂肪アルコ
ールのエステル、およびシリコーン、あるいはそれらの混合物から選択される。
【００８４】
　好ましくは、脂肪物質は、液体石油ゼリー、ポリエチレンおよび脂肪酸および／または
脂肪アルコールの液体エステル、またはそれらの混合物から選択される。
【００８５】
　前に示されたように、本発明による組成物は少なくとも25%の脂肪物質を含む。本発明
による組成物は、より詳細には、該組成物の重量に対して、25重量%から80重量%、さらに
より優先的には重量で25重量%から65重量%、さらによくは30重量%から55重量%の範囲の脂
肪物質含量を有する。
【００８６】
　本発明による組成物はさらに0.1％から15％の１種または複数のシリケートを含む。
【００８７】
　本発明のシリケートは天然であっても、または化学的に修飾されていても（または合成
であっても）良い。
【００８８】
　シリケートは、いくつかのケイ素原子が金属カチオン、例えばAl3+、B3+、Fe3+、Ga3+

、Be2+、Zn2+、Mg2+、Co3+、Ni3+、Na+、Li+、Ca2+またはCu2+で置換された、任意に水和
されたシリカに相当する。
【００８９】
　より詳細には、本発明の文脈において使用されてよいシリケートは以下より選択される
：
―スメクタイト群のクレー、例えばモントモリロナイト、ヘクトライト、ベントナイト、
ベイデライトおよびサポナイト、
―およびまたバーミキュライト、ステイブンサイトまたはクロライトの群のクレー。
【００９０】
　これらクレーは天然または合成起源であってよい。化粧品上適合可能でありケラチン素
材が許容可能であるクレーが好ましくは使用される。
【００９１】
　シリケートはモントモリロナイト、ベントナイト、ヘクトライト、アタパルジャイトお
よびセピオライト、ならびにそれらの混合物から選択されてよい。
【００９２】
　Laporte社よりLaponite XLGおよびLaponite XLSのブランド名の下販売されている化合
物を挙げることができる。
【００９３】
　好ましくはシリケートはベントナイトおよびヘクトライトから選択される。
【００９４】
　シリケートは第四級アミン、第三級アミン、酢酸アミン、イミダゾリン、アミン石鹸、
脂肪硫酸塩、アルキルアリールスルホン酸およびアミンオキシド、ならびにこれらの混合
物から選択される化合物で修飾されてよい。
【００９５】
　挙げられてよい好適なシリケートは、クオタニウム-18ベントナイト、例えばRheox社に
よりBentone 3、Bentone 38およびBenton 38Vの名称で販売されているもの、United Cata
lyst 社によるTixogel VP、Southern Clay社によるClaytone 34、Claytone40およびClayt
one XL;ステアルアルコニウムベントナイト、例えばRheox社によりBentone 27の名称で販
売されているもの、United Catalyst社によるTixogel LGおよびSouthern Clay社によるCl
aytone AFおよびClaytone APA; クオタニウム-18／ベンズアルコニウムベントナイト、例
えばSouthern Clay社によりClaytone HTおよびClaytone PSの名称で販売されているもの;
 クオタニウム-18ヘクトライト、例えばRheox社によりBentone Gel DOA、Bentone Gel EC
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O5、Bentone Gel EUG、Bentone Gel IPP、Bentone Gel ISD、Bentone Gel SS71、Bentone
 Gel VS8およびBentone Gel VS38の名称で販売されているもの、ならびにBiophil 社によ
るSimagel MおよびSimagel SI 345を含む。
【００９６】
　上記で示されるように、本発明の組成物は組成物の重量に対して0.15重量％から15重量
％、好ましくは0.5重量％から10重量％のシリケートを含む。
【００９７】
　本発明による組成物は、以下に詳述される、酸化染料および直接染料、またはそれらの
混合物から選択される1種または複数の染料を場合によって含み得る。
【００９８】
　好ましくは、本発明による組成物は、1種または複数の酸化染料を含む。
【００９９】
　酸化染料は一般に、1種または複数のカップラーと場合によって組み合わされた1種また
は複数の酸化ベースから選択される。
【０１００】
　酸化ベースは、例えば、パラフェニレンジアミン、ビス(フェニル)アルキレンジアミン
、パラアミノフェノール、オルト-アミノフェノールおよびヘテロ環式ベース、ならびに
それらの付加塩から選択される。
【０１０１】
　挙げることができるパラ-フェニレンジアミンの中で、例えば、パラ-フェニレンジアミ
ン、パラ-トリレンジアミン、2-クロロ-パラ-フェニレンジアミン、2,3-ジメチル-パラ-
フェニレンジアミン、2,6-ジメチル-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジエチル-パラ-フェ
ニレンジアミン、2,5-ジメチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジメチル-パラ-フェニレ
ンジアミン、N,N-ジエチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジプロピル-パラ-フェニレン
ジアミン、4-アミノ-N,N-ジエチル-3-メチルアニリン、N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)-
パラ-フェニレンジアミン、4-N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)アミノ-2-メチルアニリン
、4-N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)アミノ-2-クロロアニリン、2-β-ヒドロキシエチル-
パラ-フェニレンジアミン、2-フルオロ-パラ-フェニレンジアミン、2-イソプロピル-パラ
-フェニレンジアミン、N-(β-ヒドロキシプロピル)-パラ-フェニレンジアミン、2-ヒドロ
キシメチル-パラ-フェニレンジアミン、N,N-ジメチル-3-メチル-パラ-フェニレンジアミ
ン、N-エチル-N-(β-ヒドロキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、N-(β,γ-ジヒドロ
キシプロピル)-パラ-フェニレンジアミン、N-(4'-アミノフェニル)-パラ-フェニレンジア
ミン、N-フェニル-パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチルオキシ-パラ-フェ
ニレンジアミン、2-β-アセチルアミノ-エチルオキシ-パラ-フェニレンジアミン、N-(β-
メトキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、4-アミノフェニルピロリジン、2-チエニル-
パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチルアミノ-5-アミノトルエンおよび3-ヒ
ドロキシ-1-(4'-アミノフェニル)ピロリジン、および酸とのそれらの付加塩がある。
【０１０２】
　上述のパラ-フェニレンジアミンの中で、パラ-フェニレンジアミン、パラ-トリレンジ
アミン、2-イソプロピル-パラ-フェニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチル-パラ-フェ
ニレンジアミン、2-β-ヒドロキシエチルオキシ-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジメチ
ル-パラ-フェニレンジアミン、2,6-ジエチル-パラ-フェニレンジアミン、2,3-ジメチル-
パラ-フェニレンジアミン、N,N-ビス(β-ヒドロキシエチル)-パラ-フェニレンジアミン、
2-クロロ-パラ-フェニレンジアミンおよび2-β-アセチルアミノエチルオキシ-パラ-フェ
ニレンジアミン、および酸とのそれらの付加塩が特に好ましい。
【０１０３】
　挙げることができるビス(フェニル)アルキレンジアミンの中で、例えば、N,N'-ビス(β
-ヒドロキシエチル)-N,N'-ビス(4'-アミノフェニル)-1,3-ジアミノプロパノール、N,N'-
ビス(β-ヒドロキシエチル)-N,N'-ビス(4'-アミノフェニル)エチレンジアミン、N,N'-ビ
ス(4-アミノフェニル)テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(β-ヒドロキシエチル)-N,N'-
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ビス(4-アミノフェニル)テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(4-メチルアミノフェニル)
テトラメチレンジアミン、N,N'-ビス(エチル)-N,N'-ビス(4'-アミノ-3'-メチルフェニル)
エチレンジアミンおよび1,8-ビス(2,5-ジアミノフェノキシ)-3,6-ジオキサオクタン、お
よびそれらの付加塩がある。
【０１０４】
　挙げることができるパラ-アミノフェノールの中で、例えば、パラ-アミノフェノール、
4-アミノ-3-メチルフェノール、4-アミノ-3-フルオロフェノール、4-アミノ-3-クロロフ
ェノール、4-アミノ-3-ヒドロキシメチルフェノール、4-アミノ-2-メチルフェノール、4-
アミノ-2-ヒドロキシメチルフェノール、4-アミノ-2-メトキシメチルフェノール、4-アミ
ノ-2-アミノメチルフェノール、4-アミノ-2-(β-ヒドロキシエチルアミノ-メチル)フェノ
ールおよび4-アミノ-2-フルオロフェノール、および酸とのそれらの付加塩がある。
【０１０５】
　挙げることができるオルト-アミノフェノールの中で、例えば、2-アミノフェノール、2
-アミノ-5-メチルフェノール、2-アミノ-6-メチルフェノールおよび5-アセトアミド-2-ア
ミノフェノール、ならびにそれらの付加塩がある。
【０１０６】
　挙げることができるヘテロ環式ベースの中で、例えば、ピリジン誘導体、ピリミジン誘
導体およびピラゾール誘導体がある。
【０１０７】
　挙げることができるピリジン誘導体の中で、例えば、特許GB1026978およびGB1153196に
記載された化合物(例えば、2,5-ジアミノピリジン、2-(4-メトキシフェニル)アミノ-3-ア
ミノ-ピリジンおよび3,4-ジアミノピリジン、ならびにそれらの付加塩)がある。
【０１０８】
　本発明において有用である他のピリジン酸化ベースは、例えば、特許出願FR2801308に
記載された、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン酸化ベースまたはそれらの付加塩である
。挙げることができる例には、ピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、2-アセチルアミノ
ピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、2-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-
イルアミン、3-アミノピラゾロ[1,5-a]-ピリジン-2-カルボン酸、2-メトキシピラゾロ[1,
5-a]ピリド-3-イルアミン、(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)メタノール、2-(3-
アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-5-イル)エタノール、2-(3-アミノ-ピラゾロ[1,5-a]ピリド
-7-イル)エタノール、(3-アミノピラゾロ[1,5-a]-ピリド-2-イル)メタノール、3,6-ジア
ミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン、3,4-ジアミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン、ピラゾロ[1,5-a
]ピリジン-3,7-ジアミン、7-モルホリン-4-イルピラゾロ[1,5-a]ピリド-3-イルアミン、
ピラゾロ[1,5-a]ピリジン-3,5-ジアミン、5-モルホリン-4-イル-ピラゾロ[1,5-a]ピリド-
3-イルアミン、2-[(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-5-イル)(2-ヒドロキシエチル)アミ
ノ]エタノール、2-[(3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリド-7-イル)(2-ヒドロキシエチル)アミ
ノ]エタノール、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-5-オール、3-アミノピラゾロ[1,5-a]
ピリジン-4-オール、3-アミノピラゾロ[1,5-a]ピリジン-6-オールおよび3-アミノピラゾ
ロ[1,5-a]ピリジン-7-オール、およびそれらの付加塩が含まれる。
【０１０９】
　言及され得るピリミジン誘導体の中で、特許DE2359399;特願昭63-169571号;特開平05-1
63124号;欧州特許第0770375号または特許出願国際WO96/15765に記載された化合物、例え
ば、2,4,5,6-テトラアミノピリミジン、4-ヒドロキシ-2,5,6-トリアミノピリミジン、2-
ヒドロキシ-4,5,6-トリアミノピリミジン、2,4-ジヒドロキシ-5,6-ジアミノピリミジンお
よび2,5,6-トリアミノピリミジン、ならびにそれらの付加塩、および互変異性平衡が存在
する場合は、それらの互変異性形態である。
【０１１０】
　挙げることができるピラゾール誘導体は、特許DE3843892およびDE第4133957、ならびに
特許出願WO94/08969、WO94/08970、FR-A-2733749およびDE19543988に記載された化合物、
例えば、4,5-ジアミノ-1-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチル)ピ
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ラゾール、3,4-ジアミノピラゾール、4,5-ジアミノ-1-(4'-クロロベンジル)ピラゾール、
4,5-ジアミノ-1,3-ジメチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-メチル-1-フェニルピラゾール
、4,5-ジアミノ-1-メチル-3-フェニルピラゾール、4-アミノ-1,3-ジメチル-5-ヒドラジノ
ピラゾール、1-ベンジル-4,5-ジアミノ-3-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-tert-ブチ
ル-1-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-tert-ブチル-3-メチルピラゾール、4,5-ジアミ
ノ-1-(β-ヒドロキシエチル)-3-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-1-エチル-3-メチルピ
ラゾール、4,5-ジアミノ-1-エチル-3-(4'-メトキシフェニル)ピラゾール、4,5-ジアミノ-
1-エチル-3-ヒドロキシ-メチルピラゾール、4,5-ジアミノ-3-ヒドロキシメチル-1-メチル
ピラゾール、4,5-ジアミノ-3-ヒドロキシメチル-1-イソプロピルピラゾール、4,5-ジアミ
ノ-3-メチル-1-イソプロピルピラゾール、4-アミノ-5-(2'-アミノエチル)アミノ-1,3-ジ
メチルピラゾール、3,4,5-トリアミノ-ピラゾール、1-メチル-3,4,5-トリアミノピラゾー
ル、3,5-ジアミノ-1-メチル-4-メチルアミノピラゾールおよび3,5-ジアミノ-4-(β-ヒド
ロキシエチル)アミノ-1-メチルピラゾール、およびそれらの付加塩である。4,5-ジアミノ
-1-(β-メトキシエチル)ピラゾールも使用され得る。
【０１１１】
　4,5-ジアミノピラゾールが好ましく、さらにより優先的に4,5-ジアミノ-1-(β-ヒドロ
キシエチル)ピラゾールおよび/それらの塩が使用される。
【０１１２】
　また挙げることができるピラゾールには、ジアミノ-N,N-ジヒドロピラゾロピラゾロン
および特に、特許出願FR-A-2886136に記載されたもの、例えば、以下の化合物およびそれ
らの付加塩が含まれる: 2,3-ジアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-
1-オン、2-アミノ-3-エチルアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-
オン、2-アミノ-3-イソプロピルアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール
-1-オン、2-アミノ-3-(ピロリジン-1-イル)-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾ
ール-1-オン、4,5-ジアミノ-1,2-ジメチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4,5-ジアミ
ノ-1,2-ジエチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4,5-ジアミノ-1,2-ジ-(2-ヒドロキシ
エチル)-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、2-アミノ-3-(2-ヒドロキシエチル)アミノ-6,7
-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、2-アミノ-3-ジメチルアミノ-6,7-
ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、2,3-ジアミノ-5,6,7,8-テトラヒド
ロ-1H、6H-ピリダジノ[1,2-a]ピラゾール-1-オン、4-アミノ-1,2-ジエチル-5-(ピロリジ
ン-1-イル)-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、4-アミノ-5-(3-ジメチルアミノ-ピロリジ
ン-1-イル)-1,2-ジエチル-1,2-ジヒドロピラゾール-3-オン、2,3-ジアミノ-6-ヒドロキシ
-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オン。
【０１１３】
　2,3-ジアミノ-6,7-ジヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オンおよびその塩は
好ましく使用される。
【０１１４】
　4,5-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチル)ピラゾールおよび/または2,3-ジアミノ-6,7-ジ
ヒドロ-1H,5H-ピラゾロ[1,2-a]ピラゾール-1-オンならびに/あるいはそれらの塩は、ヘテ
ロ環式ベースとして優先的に使用される。
【０１１５】
　本発明による組成物は、ケラチン繊維の染色に従来使用されるものから有利に選択され
る1種または複数のカップラーを場合によって含み得る。
【０１１６】
　これらのカップラーの中で、メタ-フェニレンジアミン、メタ-アミノフェノール、メタ
-ジフェノール、ナフタレン系カップラーおよびヘテロ環式カップラー、ならびにまたそ
れらの付加塩も特に挙げることができる。
【０１１７】
　例えば、1,3-ジヒドロキシベンゼン、1,3-ジヒドロキシ-2-メチルベンゼン、4-クロロ-
1,3-ジヒドロキシベンゼン、2,4-ジアミノ-1-(β-ヒドロキシエチルオキシ)ベンゼン、2-
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アミノ-4-(β-ヒドロキシエチルアミノ)-1-メトキシベンゼン、1,3-ジアミノベンゼン、1
,3-ビス(2,4-ジアミノフェノキシ)プロパン、3-ウレイドアニリン、3-ウレイド-1-ジメチ
ルアミノベンゼン、セサモール、1-β-ヒドロキシエチルアミノ-3,4-メチレンジオキシベ
ンゼン、α-ナフトール、2-メチル-1-ナフトール、6-ヒドロキシインドール、4-ヒドロキ
シインドール、4-ヒドロキシ-N-メチルインドール、2-アミノ-3-ヒドロキシピリジン、6-
ヒドロキシベンゾモルホリン、3,5-ジアミノ-2,6-ジメトキシピリジン、1-N-(β-ヒドロ
キシエチル)アミノ-3,4-メチレンジオキシベンゼン、2,6-ビス(β-ヒドロキシエチルアミ
ノ)トルエン、6-ヒドロキシインドリン、2,6-ジヒドロキシ-4-メチルピリジン、1-H-3-メ
チルピラゾール-5-オン、1-フェニル-3-メチルピラゾール-5-オン、2,6-ジメチルピラゾ
ロ[1,5-b]-1,2,4-トリアゾール、2,6-ジメチル[3,2-c]-1,2,4-トリアゾールおよび6-メチ
ルピラゾロ[1,5-a]ベンゾイミダゾール、酸とのそれらの付加塩、およびそれらの混合物
を挙げることができる。
【０１１８】
　一般に、本発明の文脈で使用され得る酸化ベースおよびカップラーの付加塩は、酸との
付加塩、例えば、塩酸塩、臭化水素酸塩、硫酸塩、クエン酸塩、コハク酸塩、酒石酸塩、
乳酸塩、トシレート、ベンゼンスルホン酸塩、リン酸塩および酢酸塩から特に選択される
。
【０１１９】
　酸化ベースの含量は、それぞれ有利には、本組成物の総重量に対して0.0001重量%から1
0重量%、好ましくは本組成物の総重量に対して0.005重量%から5重量%を示す。
【０１２０】
　カップラーの含量は、それが存在する場合、それぞれ有利には、本組成物の総重量に対
して0.0001重量%から10重量%、好ましくは本組成物の総重量に対して0.005重量%から5重
量%を示す。
【０１２１】
　本発明による組成物は、場合によって酸化染料に加えて、好ましくは酸化染料に加えて
、イオン性および非イオン性化学種、好ましくはカチオン性または非イオン性化学種から
選択される、1種または複数の合成または天然の直接染料を場合によって含み得る。
【０１２２】
　使用に好適である直接染料の例としては、アゾ;メチン;カルボニル;アジン;ニトロ(ヘ
テロ)アリール;トリ(ヘテロ)アリールメタン;ポルフィリン;フタロシアニンの直接染料;
および天然直接染料を、単独でまたは混合物として、挙げることができる。
【０１２３】
　本発明によって使用され得る天然直接染料の中で、ローソン、ジュグロン、アリザリン
、プルプリン、カルミン酸、ケルメス酸、プルプロガリン、プロトカテクアルデヒド、イ
ンジゴ、イサチン、クルクミン、スピヌロシン、アピゲニジンおよびオルセインを挙げる
ことができる。これらの天然染料を含む抽出物または煎じ汁、特にヘンナ系湿布または抽
出物を使用することも可能である。
【０１２４】
　それらが存在する場合、直接染料はより詳細には、本組成物の総重量に対して0.0001重
量%から10重量%、好ましくは0.005重量%から5重量%を示す。
【０１２５】
　本発明による組成物はまた、1種または複数の酸化剤も含む。
【０１２６】
　より詳細には、酸化剤は、過酸化水素、過酸化尿素、アルカリ金属臭素酸塩またはフェ
リシアン化物、過酸化塩(例えば、アルカリ金属過硫酸塩またはアルカリ土類金属過硫酸
塩、過ホウ酸塩および過炭酸塩)、ならびにまた、それらの過酸および前駆体から選択さ
れる。
【０１２７】
　好ましくは、酸化剤は、過酸化塩から選択されない。
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【０１２８】
　有利には、酸化剤は過酸化水素である。
【０１２９】
　酸化剤の含量はより詳細には、本組成物の重量に対して0.1重量%から20重量%、好まし
くは0.5重量%から10重量%を示す。
【０１３０】
　塩基性化剤は、無機物もしくは有機物または混成物であり得る。
【０１３１】
　無機塩基性化剤は好ましくは、アンモニア水、アルカリ金属炭酸塩または重炭酸塩、水
酸化ナトリムおよび水酸化カリウム、ならびにそれらの混合物から選択される。
【０１３２】
　有機塩基性化剤は好ましくは、25℃でのそのpKbが12未満、好ましくは10未満およびさ
らにより有利には6未満である有機アミンから選択される。これは、最も強い塩基性の官
能基に対応するpKbであることが留意されるべきである。
【０１３３】
　有機塩基性化剤は、例えば、アルカノールアミン、オキシエチレン化および/またはオ
キシプロピレン化エチレンジアミンから選択され、アミノ酸および以下の式(IX):
【０１３４】
【化２】

【０１３５】
(式中、Wは、ヒドロキシル基で場合によって置換されたC1～C6アルキレン残基、またはC1
～C6アルキル基であり;Rx、Ry、RzおよびRtは、同一であっても異なっていてもよく、水
素原子またはC1～C6アルキル、C1～C6ヒドロキシアルキルまたはC1～C6アミノアルキル基
を示す)の化合物も使用に好適である。
【０１３６】
　挙げることができるこのようなアミンの例には、1,3-ジアミノプロパン、1,3-ジアミノ
-2-プロパノール、スペルミンおよびスペルミジンが含まれる。
【０１３７】
　用語「アルカノールアミン」は、第一級、第二級または第三級アミン官能基、および、
1種または複数のヒドロキシル基を有する1種または複数の直鎖または分枝のC1～C8アルキ
ル基を含む有機アミンを意味する。
【０１３８】
　1個から3個の同一であるか異なっているC1～C4ヒドロキシル基を含むモノ-、ジ-または
トリ-アルカノールアミンなどのアルカノールアミンは特に、本発明を行うために好適で
ある。
【０１３９】
　この種の化合物の中で、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノール
アミン、モノイソプロパノールアミン、ジイソプロパノールアミン、N-ジメチルアミノエ
タノールアミン、2-アミノ-2-メチル-1-プロパノール、トリイソプロパノールアミン、2-
アミノ-2-メチル-1,3-プロパンジオール、3-アミノ-1,2-プロパンジオール、3-ジメチル
アミノ-1,2-プロパンジオールおよびトリス(ヒドロキシメチルアミノ)メタンを挙げるこ
とができる。
【０１４０】
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　より詳細には、使用され得るアミノ酸は、L体、D体またはラセミ体における、天然また
は合成起源のものであり、より詳細には、カルボン酸、スルホン酸、ホスホン酸およびリ
ン酸の官能基から選択される少なくとも1種の酸官能基を含む。このアミノ酸は、それら
の中性形またはイオン形であり得る。
【０１４１】
　本発明において挙げることができるアミノ酸として、特に、アスパラギン酸、グルタミ
ン酸、アラニン、アルギニン、オルニチン、シトルリン、アルパラギン、カルニチン、シ
ステイン、グルタミン、グリシン、ヒスチジン、リシン、イソロイシン、ロイシン、メチ
オニン、N-フェニルアラニン、プロリン、セリン、タウリン、トレオニン、トリプトファ
ン、チロシンおよびバリンを挙げることができる。
【０１４２】
　有利には、アミン酸は、環中にまたはウレイド官能基中に場合によって含まれる追加の
アミン官能基を含む塩基性アミノ酸である。
【０１４３】
　このような塩基性アミノ酸は、好ましくは、以下の式(X):
【０１４４】
【化３】

【０１４５】
(式中、Rは、
【０１４６】
【化４】

【０１４７】
から選択される基を示す)
に相当するものから選択される。
【０１４８】
　式(X)に相当する化合物は、ヒスチジン、リシン、アルギニン、オルニチンおよびシト
ルリンである。
【０１４９】
　有機アミンは、ヘテロ環式タイプの有機アミンからも選択され得る。アミノ酸において
既に述べたヒスチジンの他に、特に、ピリジン、ピペリジン、イミダゾール、トリアゾー
ル、テトラゾールおよびベンズイミダゾールを挙げることができる。
【０１５０】
　有機アミンは、アミノ酸ジペプチドからも選択され得る。本発明で使用され得るアミノ
酸ジペプチドとして、特に、カルノシン、アンセリンおよびバレインを挙げることができ
る。
【０１５１】
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　有機アミンは、グアニジン官能基を含む化合物からも選択され得る。本発明で使用され
得るこの種のアミンとして、アミノ酸として既に述べたアルギニンの他に、特に、クレア
チン、クレアチニン、1,1-ジメチルグアニジン、1,1-ジエチルグアニジン、グリコシアミ
ン、メトホルミン、アグマチン、N-アミジノアラニン、3-グアニジノプロピオン酸、4-グ
アニジノ酪酸および2-([アミノ(イミノ)メチル]アミノ)エタン-1-スルホン酸を挙げるこ
とができる。
【０１５２】
　好ましくは、本発明の組成物中に存在する有機アミンは、アルカノールアミンである。
【０１５３】
　さらにより優先的には、有機アミンはモノエタノールアミンである。
【０１５４】
　挙げることができる混成化合物には、前述のアミンと炭酸または塩酸などの酸との塩が
含まれる。
【０１５５】
　炭酸グアニジンまたは塩酸モノエタノールアミンは特に使用され得る。
【０１５６】
　有利には、本発明による組成物は、該組成物の重量に対して0.01重量%から30重量%、好
ましくは0.1重量%から20重量%の範囲の含量の塩基性化剤を有する。
【０１５７】
　本発明による組成物は、塩基性化剤として、アンモニア水またはその塩の1つを全く含
まないことが、好ましくは留意されるべきである。しかし、それがいくらかでも含む場合
は、その含量は、本発明による組成物の重量に対して0.03重量%(NH3として表して)を超え
ず、好ましくは0.01重量%を超えない。好ましくは、本組成物がアンモニア水またはその
塩の1つを含む場合、塩基性化剤の量は、アンモニア水の量(NH3として表して)よりも高い
。
【０１５８】
　本発明の組成物は好ましくは、1種もしくは複数のアルカノールアミンおよび/または1
種もしくは複数の塩基性アミノ酸を含む。
【０１５９】
　好ましくは、本発明の組成物は、モノエタノールアミンを含む。
【０１６０】
　本発明による組成物はまた、1種または複数の更なる界面活性剤を含み得る。
【０１６１】
　好ましくは、更なる界面活性剤は、上述のものとは異なる非イオン性界面活性剤および
アニオン性界面活性剤から選択される。
【０１６２】
　アニオン性界面活性剤は、以下の化合物の塩(特に、アルカリ金属塩、とりわけ、ナト
リウム塩、アンモニウム塩、アミン塩、アミノアルコール塩またはアルカリ土類金属塩、
例えば、マグネシウム塩)から特に選択される:
　-アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、アルキルアミドエーテルス
ルフェート、アルキルアリールポリエーテルスルフェート、モノグリセリドスルフェート
;
　-アルキルスルホネート、アルキルアミドスルホネート、アルキルアリールスルホネー
ト、α-オレフィンスルホネート、パラフィンスルホネート;
　-アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート;
　-アルキルスルホスクシネート、アルキルエーテルスルホスクシネート、アルキルアミ
ドスルホスクシネート、アルキルスルホスクシナメート;
　-アルキルスルホアセテート;
　-アシルサルコシネート;アシルセチオネートおよびN-アシル-タウレート;
　-脂肪酸の塩、例えば、オレイン酸、リシノール酸、パルミチン酸またはステアリン酸
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、ココナッツオイル酸または水添ココナッツオイル酸など;
　-アルキル-D-ガラクトシドウロン酸塩;
　-アシルラクチレート;
　-ポリオキシアルキレン化アルキルエーテルカルボン酸の塩、ポリオキシアルキレン化
アルキルアリールエーテルカルボン酸の塩、またはポリオキシアルキレン化アルキルアミ
ドエーテルカルボン酸の塩、特に、2から50個の酸化エチレン基を含むもの;
　-それらの混合物。
【０１６３】
　これらの様々な化合物のアルキル基またはアシル基は有利には、6から24個の炭素原子
、好ましくは8から24個の炭素原子を含み、アリール基は好ましくは、フェニル基または
ベンジル基を示すことに留意すべきである。
【０１６４】
　非イオン性界面活性剤は、モノオキシアルキレン化またはポリオキシアルキレン化、モ
ノグリセロール化またはポリグリセロール化の非イオン性界面活性剤から特に選択される
。オキシアルキレン単位は、特に、オキシエチレンもしくはオキシプロピレン単位、また
はそれらの組合せ、好ましくはオキシエチレン単位である。
【０１６５】
　挙げることができるオキシアルキレン化非イオン性界面活性剤の例には、
　・オキシアルキレン化(C8～C24)アルキルフェノール、
　・飽和または不飽和の、直鎖または分枝のオキシアルキレン化C8～C30アルコール、
　・飽和または不飽和の、直鎖または分枝のオキシアルキレン化C8～C30アミド、
　・飽和または不飽和の、直鎖または分枝のC8～C30酸とポリエチレングリコールとのエ
ステル、
　・飽和または不飽和の、直鎖または分枝のC8～C30酸とソルビトールとのポリオキシエ
チレン化エステル、
　・飽和または不飽和のオキシエチレン化植物油、
　・単独でまたは混合物として、酸化エチレンおよび/または酸化プロピレンの縮合物。
【０１６６】
　界面活性剤は、1から100、より詳細には2から50、好ましくは2から30の酸化エチレンお
よび/または酸化プロピレンのモル数を含む。有利には、非イオン性界面活性剤は、オキ
シプロピレン単位を全く含まない。
【０１６７】
　本発明の1つの好ましい実施形態によれば、オキシアルキレン化非イオン性界面活性剤
は、1から100モルのエチレンオキシドを含むオキシエチレン化C8～C30アルコール; 1から
100モルのエチレンオキシドを含む、直鎖または分岐の、飽和または不飽和のC8～C30酸と
、ソルビトールとのポリオキシエチレン化エステルから選択される。
【０１６８】
　モノグリセロール化またはポリグリセロール化非イオン性界面活性剤の例として、モノ
グリセロール化またはポリグリセロール化のC8～C40アルコールが好ましく使用される。
【０１６９】
　特に、モノグリセロール化またはポリグリセロール化C8～C40アルコールは、以下の式:
　RO-[CH2-CH(CH2OH)-O]m-H
(式中、Rは、直鎖または分枝の、C8～C40、好ましくはC8～C30アルキル基またはアルケニ
ル基を示し、mは、1から30、好ましくは1から10の範囲の数を示す)
に相当する。
【０１７０】
　本発明の文脈において好適である化合物の例として、4モルのグリセロールを含むラウ
リルアルコール(INCI名:ポリグリセリル-4ラウリルエーテル)、1.5モルのグリセロールを
含むラウリルアルコール、4モルのグリセロールを含むオレイルアルコール(INCI名:ポリ
グリセリル-4オレイルエーテル)、2モルのグリセロールを含むオレイルアルコール(INCI
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名:ポリグリセリル-2-オレイルエーテル)、2モルのグリセロールを含むセテアリルアルコ
ール、6モルのグリセロールを含むセテアリルアルコール、6モルのグリセロールを含むオ
レオセチルアルコール、および6モルのグリセロールを含むオクタデカノールを挙げるこ
とができる。
【０１７１】
　アルコールは、mの値が統計値を表すのと同様に、アルコールの混合物を表し、これは
、商業製品において、いくつかの種のポリグリセロール化脂肪アルコールが混合物の形態
で共存し得ることを意味する。
【０１７２】
　モノグリセロール化アルコールまたはポリグリセロール化アルコールの中で、1モルの
グリセロールを含むC8/C10アルコール、1モルのグリセロールを含むC10/C12アルコール、
および1.5モルのグリセロールを含むC12アルコールを使用することが特に好ましい。
【０１７３】
　好ましくは、組成物中に存在する界面活性剤は非イオン性界面活性剤である。
【０１７４】
　組成物中の界面活性剤含量はより詳細には、本組成物の重量に対して0.1重量%から50重
量%、好ましくは0.5重量%から30重量%を示す。
【０１７５】
　本組成物はまた、髪染料組成物に従来使用される様々なアジュバント、例えば、アニオ
ン性ポリマー、非イオン性ポリマー、両性ポリマーもしくは双性イオンポリマー、または
それらの混合物:酸化防止剤;浸透剤;金属イオン封鎖剤;香料;分散剤;フィルム形成剤;セ
ラミド;保存剤;不透明化剤も含み得る。
【０１７６】
　上記アジュバントは一般に、それらのそれぞれに対して、組成物の重量に対して0.01重
量%から20重量%の量で存在する。
【０１７７】
　本組成物は1種または複数のヒュームドシリカを含み得る。
【０１７８】
　ヒュームドシリカは、酸水素炎中で揮発性シリカ化合物の高温加水分解によって得るこ
とができ、微粉化したシリカを生成する。このプロセスによって、それらの表面に多数の
シラノール基を有する親水性シリカを得ることが特に可能になる。このような親水性シリ
カは、例えば、Degussa社によりAerosil 130(登録商標)、Aerosil 200(登録商標)、Aeros
il 255(登録商標)、Aerosil 300(登録商標)およびAerosil 380(登録商標)、ならびにCabo
t社によりCab-O-Sil HS-5(登録商標)、Cab-O-Sil EH-5(登録商標)、Cab-O-Sil LM-130(登
録商標)、Cab-O-Sil MS-55(登録商標)およびCab-O-Sil M-5(登録商標)の名称の下で販売
されている。
【０１７９】
　シラノール基数の減少を生じる化学反応によって、該シリカの表面を化学的に変性する
ことが可能である。疎水性基でシラノール基を置換することが特に可能であり;その結果
、疎水性シリカが得られる。
【０１８０】
　疎水性基は、
　-トリメチルシロキシル基(これは、ヘキサメチルジシラザンの存在下でヒュームドシリ
カを処理することによって特に得られる)。このように処理されたシリカは、CTFA(第6版
、1995年)に従って「シリル化シリカ(silica silylate)」として知られている。それらは
、例えば、Degussa社によりAerosil R812(登録商標)およびCabot社によりCab-O-Sil TS-5
30(登録商標)の参照番号の下で販売されている。
【０１８１】
　-ジメチルシリルオキシル基またはポリジメチルシロキサン基(これらは、特に、ポリジ
メチルシロキサンまたはジメチルジクロロシラの存在下でヒュームドシリカを処理するこ
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とによって得られる)。このように処理されたシリカは、CTFA(第6版、1995年)に従って「
ジメチルシリル化シリカ(silica dimethyl silylate)」として知られている。それらは、
例えば、Degussa社によりAerosil R972(登録商標)およびAerosil R974(登録商標)、なら
びにCabot社によりCab-O-Sil TS-610(登録商標)およびCab-O-Sil TS-720(登録商標)の参
照番号の下で販売されている。
【０１８２】
　ヒュームドシリカは好ましくは、例えば、約5から200nmの範囲のナノメーターからマイ
クロメーターであり得る粒径を有する。
【０１８３】
　それが存在する場合、ヒュームドシリカは、本組成物の重量に対して1重量%から30重量
%である。
【０１８４】
　本組成物はまた、1種または複数の有機増粘剤も含み得る。
【０１８５】
　これらの増粘剤は、脂肪酸アミド(ココナッツモノエタノールアミドまたはジエタノー
ルアミド、オキシエチレン化カルボン酸モノエタノールアミドアルキルエーテル)、ポリ
マー増粘剤、例えば、セルロース系増粘剤(ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプ
ロピルセルロースまたはカルボキシメチエルセルロース)、グアーガムおよびその誘導体(
ヒドロキシプロピルグアー)、微生物起源のガム(キサンタンガム、スクレログルカンガム
)、アクリル酸またはアクリルアミドプロパンスルホン酸架橋ホモポリマー、ならびに会
合性ポリマー[水媒体中で、互いにまたは他の分子と可逆的に結合することができる、親
水性領域および脂肪鎖疎水性領域(少なくとも10個の炭素原子を含むアルキルまたはアル
ケニル)を含むポリマー]から選択され得る。
【０１８６】
　1つの特定の実施形態によれば、有機増粘剤は、セルロース系増粘剤(ヒドロキシエチル
セルロース、ヒドロキシプロピルセルロースまたはカルボキシメチルセルロース)、グア
ーガムおよびその誘導体(ヒドロキシプロピルグアー)、微生物起源のガム(キサンタンガ
ム、スクレログルカンガム)、ならびに、アクリル酸またはアクリルアミドプロパンスル
ホン酸架橋ホモポリマー、好ましくは、特にヒドロキシエチルセルロースを有するセルロ
ース系増粘剤から選択される。
【０１８７】
　それらが存在する場合、有機増粘剤の含量は通常、本組成物の重量に対して0.
01重量%から20重量%、好ましくは0.1重量%から5重量%の範囲である。
【０１８８】
　本発明による組成物の化粧品上許容される媒体は、水および場合によって1種または複
数の有機溶媒を含む媒体である。
【０１８９】
　挙げることができる有機溶媒の例には、2から10個の炭素原子を含む直鎖または分枝の
、好ましくは飽和のモノアルコールまたはジオール、例えば、エチルアルコール、イソプ
ロピルアルコール、ヘキシレングリコール(2-メチル-2,4-ペンタンジオール)、ネオペン
チルグリコールおよび3-メチル-1,5-ペンタンジオール;芳香族アルコール、例えば、ベン
ジルアルコールおよびフェニルエチルアルコール;ポリオールまたはポリオールエーテル
、例えば、エチレングリコールモノメチル、モノエチルおよびモノブチルエーテル、2-ブ
トキシエタノール、プロピレングリコールまたはそのエーテル(例えば、プロピレングリ
コール、ブチレングリコールまたはジプロピレングリコールモノメチルエーテル);ならび
にまた、特にC1～C4の、ジエチレングリコールアルキルエーテル、例えば、ジエチレング
リコールモノエチルエーテルまたはモノブチルエーテルが、単独でまたは混合物として、
含まれる。
【０１９０】
　それらが存在する場合、溶媒は一般に、本染料組成物の総重量に対して1重量%から40重



(26) JP 2010-143917 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

量%、好ましくは本染料組成物の総重量に対して5重量%から30重量%である。
【０１９１】
　好ましくは、本発明の組成物は水を含む。
【０１９２】
　有利には、水濃度は、本組成物の総重量に対して10重量%から70重量%、好ましくは20重
量%から55重量%の範囲であり得る。
【０１９３】
　本発明による染料組成物は、様々な形態、例えば、液体、クリームもしくはゲルの形態
で、またはケラチン繊維、特にヒトの毛髪を染色するために好適である任意の他の形態で
あることができる。
【０１９４】
　有利には、本発明による組成物は、ゲルまたはクリームの形態である。
【０１９５】
　本発明による組成物のpHは、有利には、境界を含めて、3から12、好ましくは5から11、
優先的には7～11である。
【０１９６】
　ケラチン繊維の染色において通常使用される酸性化剤または塩基性化剤によって、また
は代わりに、標準的な緩衝系を使用して所望の値に調整してもよい。
【０１９７】
　アルカリ剤は、例えば、前述のものである。
【０１９８】
　挙げることができる酸性化剤の例には、無機酸または有機酸、例えば、塩酸、オルトリ
ン酸、カルボン酸(例えば、酒石酸、クエン酸または乳酸)、またはスルホン酸が含まれる
。
【０１９９】
　本発明の組成物は、少なくとも2種もしくはさらに3種の異なる組成物、または場合によ
って、4種以上の異なる組成物を混合することによって得ることができる。混合によって
、本発明の組成物を生じる1種または複数の組成物は、無水であってもよい。本発明によ
る組成物は、ヒトのケラチン繊維に適用される直前に調製されることが留意されるべきで
ある。
【０２００】
　より詳細には、本発明の意味において、無水組成物は、該組成物の重量に対して、ゼロ
wt%または5wt%未満、好ましくは2wt%未満、より好ましくは1wt%未満の水含量を有する組
成物を意味する。水はまた、結合水(例えば、塩の結晶の水、本発明による組成物の調製
において使用される原料によって吸収された微量の水)の形態であることもできることが
留意されるべきである。
【０２０１】
　第1の変形によれば、本発明による組成物は、1種または複数の脂肪物質、１種または複
数の特定のシリケートおよび場合によって1種または複数の染料を含む第1の組成物を;1種
または複数の酸化剤を含む第2の組成物と混合することによって得られ;任意の塩基性化剤
は第1の組成物中および/または第2の組成物中、好ましくは第1の組成物中に存在しており
;最終シリケート濃度は0.1重量％から15重量％の範囲である。
【０２０２】
　1つの変形によれば、本発明による組成物は、1種または複数の脂肪物質、1種または複
数の特定のシリケートおよび1種または複数の酸化染料を含む第1の組成物を、1種または
複数の酸化剤を含む第2の組成物と混合することによって得られ;任意の塩基性化剤はまた
第1の組成物中および/または第2の組成物中、好ましくは第1の組成物中に存在しており;
最終シリケート濃度は0.1重量％から15重量％の範囲である。
【０２０３】
　本発明の第2の変形によれば、本発明による組成物は、1種または複数の脂肪物質および
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1種または複数の特定のシリケートを含む第1の組成物;1種または複数の染料および1種ま
たは複数の塩基性化剤、またはそれらの混合物を含む第2の組成物;および1種または複数
の酸化剤を含む第3の組成物を混合することによって得られ;最終シリケート濃度は0.1重
量％から15重量％の範囲である。
【０２０４】
　第1の組成物は特に無水であってもよい。
【０２０５】
　組成物が何れの染料も含まない場合、塩基性化剤は第2の組成物中に存在することを留
意すべきである。
【０２０６】
　組成物が１種または複数の染料を含む場合、任意の塩基性化剤は３つの上記組成物の１
つまたは他方、好ましくは第1の組成物中に存在する。
【０２０７】
　本発明の更なる変形によると、本発明に係る組成物は、１種または複数の脂肪物質およ
び１種または複数の特定のシリケートを含む第1の組成物、１種または複数の酸化染料を
含む第2の組成物、および１種または複数の酸化剤を含む第3の組成物を混合させることに
より得られる;任意の塩基性化剤はまた上記３つの組成物の１つまたは他方、好ましくは
第1および／また第2の組成物中に存在する;および最終シリケート濃度は0.1重量％から15
重量％の範囲である。第1の組成物は特に無水であってよい。
【０２０８】
　前述の組成物の成分およびそれらの含量は、本発明による最終組成物のために前に詳述
された特徴に応じて決定される。
【０２０９】
　前述の変形のそれぞれにおいて、酸化性組成物は好ましくは水性組成物である。特に、
それは、5重量%を超える水、好ましくは10重量%を超える水、さらにより有利には20重量%
を超える水を含む。
【０２１０】
　それはまた、前に列挙されたものから選択される1種または複数の有機溶媒を含み;それ
らが存在する場合、これらの溶媒は特に、酸化性組成物の重量に対して1重量%から40重量
%、好ましくは5重量%から30重量%である。
【０２１１】
　酸化性組成物も、好ましくは、1種または複数の酸性化剤を含む。酸性化剤の中で、挙
げることができる例には、無機酸または有機酸、例えば、塩酸、オルトリン酸、硫酸、カ
ルボン酸(例えば、酢酸、酒石酸、クエン酸または乳酸)、およびスルホン酸が含まれる。
【０２１２】
　通常、それが水性である場合、酸化性組成物のpHは7未満である。
【０２１３】
　好ましくは、酸化性組成物は、水溶液中に酸化剤として過酸化水素を含み、その濃度は
、特に、酸化性組成物の重量に対して0.1重量%から50重量%、好ましくは0.5重量%から20
重量%、さらにより優先的には、1重量%から15重量%まで変化する。
【０２１４】
　したがって、本発明による染色または明色化工程は、湿ったまたは乾いたヒトのケラチ
ン繊維に本発明による組成物を適用することにある。
【０２１５】
　次いで、本組成物は、通常1分から1時間、好ましくは5分から30分までの範囲の時間の
間所定の位置に置かれる。
【０２１６】
　この工程の間の温度は、従来通り室温(15℃から25℃)から80℃、好ましくは室温から60
℃である。
【０２１７】
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　この処理後に、ヒトのケラチン繊維は、水で場合によってすすぎ洗いされ、シャンプー
で場合によって洗浄され、次いで、水ですすぎ洗いされ、その後、乾燥されるまたは乾燥
のために置かれる。
【０２１８】
　本発明の主題はまた、
　*一方の区画に、1種または複数の脂肪物質;任意で、酸化染料および直接染料、または
それらの混合物から選択される1種または複数の染料を含む第1の組成物;
　*他方の区画に、1種または複数の酸化剤を含む第2の組成物を含む2区画装置であって、
　*スメクタイト、バーミキュライト、ステイブンサイト、およびクロライトの群のクレ
ーから選択されるシリケートが、２つの組成物の一つおよび／または他方、好ましくは第
1の組成物中に存在し;
　*任意選択の塩基性化剤が、好ましくは第1の組成物中に存在し;
　*2つの区画の組成物が、ヒトのケラチン繊維に適用直前に、一緒に混合され該混合から
得られる組成物が前に定義されたとおりとなるようにして、本発明による組成物を与える
ことが意図されている
2区画装置である。
【０２１９】
　本発明はまた、一方の区画に、1種または複数の脂肪物質および1種または複数の酸化染
料を含む第1の組成物、他方の区画に、1種または複数の酸化剤を含む第2の組成物を含む2
区画装置であって、第1の組成物および/または第2の組成物、好ましくは第1の組成物が１
種または複数の特定のシリケートおよび場合によって1種または複数の塩基性化剤を含み
、好ましくはこれらの剤が第1の組成物中に存在し;2つの区画の組成物が、ヒトのケラチ
ン繊維に適用直前に、一緒に混合されて、この混合により生じる組成物は前記で規定され
るものであり、特にシリケートの最終濃度が0.1重量%から15重量%の範囲であるような、
本発明による組成物を与えることが意図されている2区画装置に関する。
【０２２０】
　本発明はさらに、
　*1つの区画に、1種または複数の脂肪物質を含む第1の組成物;
　*もう1つの区画に、酸化染料および直接染料、またはそれらの混合物から選択される1
種または複数の染料;1種または複数の塩基性化剤;あるいはそれらの混合物を含む第2の組
成物;
　*最後の区画に、1種または複数の酸化剤を含む第3の組成物を含む3区画装置であって、
　*第1および/または第2の組成物、好ましくは第1の組成物がスメクタイト、バーミキュ
ライト、ステイブンサイトおよびクロライトの群のクレーから選択される１種または複数
のシリケートを含み;
　*3つの区画の組成物が、ヒトのケラチン繊維に適用直前に、一緒に混合されて、この混
合により生じる組成物は前記で規定されるものであり、特にシリケートの最終濃度が0.1
重量%から15重量%の範囲であるような、本発明による組成物を与えることが意図されてい
る
3区画装置に関する。
【０２２１】
　本発明は同様に、1つの区画に、1種または複数の脂肪物質を含む第1の組成物、もう1つ
の区画に、1種または複数の酸化染料を含む第2の組成物、最後の区画に、1種または複数
の酸化剤を含む第3の組成物を含む3区画装置であって;第1、第2および/または第3の組成
物が、１種または複数のシリケート、および場合によって1種または複数の塩基性化剤を
含み、好ましくはこれらの剤は第1または第2の組成物中に存在し;3つの区画の組成物が、
ヒトのケラチン繊維に適用直前に、一緒に混合されて、この混合により生じる組成物は前
記で規定されるものであり、特にシリケートの最終濃度が0.1重量%から15重量%の範囲で
あるような、本発明による組成物を与えることが意図されている3区画装置に関する。
【０２２２】
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　以下に続く実施例は、本発明を例証するために役立つが、しかし、限定的であることは
全くない。
【実施例】
【０２２３】
　実施例1
　以下の組成物を調製する(その量は、活性原料のg%で表す):
【０２２４】
【表１】

【０２２５】
【表２】

【０２２６】
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【表３】

【０２２７】
　利用の方式
　上に詳述した3つの組成物を、以下の割合:
　*組成物1 10g、
　*組成物2 4g、
　*組成物3 16g
で使用時に一緒に混合する。
【０２２８】
　次いで、得られた混合物を、髪1g当たり混合物10gの比率で、90%白髪を含む天然の髪の
房に適用する。
【０２２９】
　この混合物を室温で30分間そのままにする。
【０２３０】
　次いで、この髪をすすぎ洗いし、標準的なシャンプーで洗い、乾燥させる。
【０２３１】
　明るい栗毛色の房を得る(目視評価)。
【０２３２】
　実施例2
　以下の組成物を調製する(その量は、活性原料のg%で表す):
【０２３３】
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【表４】

【０２３４】

【表５】

【０２３５】
【表６】

【０２３６】
　使用時に、10gの組成物Ａ１またはＡ２、4gの組成物Bおよび15gの組成物Ｃを混合する
。両方の場合において、混合物のpHは9.9±0.1である。
【０２３７】
　それぞれの混合物の粘性は25℃でRheomat RM180 レオメーターで測定される（回転速度
は200rds/分、mobile 3）。
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【表７】

【０２３９】
　組成物Ａ２と得られる混合物の粘性は組成物Ａ１と得られる混合物の粘性よりも高い;
このことは混合物は適用された場所に残存し、なくならないことを意味する。
【０２４０】
　それぞれの混合物はそれから適度な感受性の毛髪（アルカリ溶解度＝27）の房に、毛髪
1gあたり混合物14.5gで適用される。
【０２４１】
　それぞれの混合物は常温で35分間放置される。
【０２４２】
　毛髪はそれからすすがれ、標準シャンプーで洗浄され乾燥される。
【０２４３】
　色の測定はDatacolor SF600X Spectraflash カラリメーターで行われる（光源D65、角
度10°、反射成分を含む）。
【０２４４】

【表８】

【０２４５】
　本発明に係る組成物Ａ2と得られる混合物は本発明の範囲外である組成物Ａ1との混合物
よりも、よりあざやかな色を産出することが見られ得る。
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